
 

 

報道関係各位 

 

2020 年 9 月 29 日 

株式会社アイデミー 

オンライン AI プログラミングスクール Aidemy Premium Planが 
経産大臣認定 Reスキル講座の認定期間開始に弾みをつける 

履修システムの大幅リニューアルを実施 
〜ブラウザ完結のプログラミング学習がより便利で効果的に〜 

 
AI に関する人材育成から実運用まで一気通貫で支援する株式会社アイデミー（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長 石川聡彦）が提供するオンライン AI プログラミングスクール「Aidemy Premium Plan」は、2020 年 10
月 1 日付で経済産業大臣より認定を受けた Re スキル講座の認定期間が開始することに合わせ、 AI プログラ

ミングに関心を持つ方へより便利で快適な学習体験を提供するべく、履修システムの大幅リニューアルに着手し

ます。2020 年 11 月を目処に提供を開始する予定です。

 
【今回のシステムリニューアル概要】 

l 受講前のファイルダウンロード操作やセットアップが不要に 

l 教材が常に最新の状態に保たれるため情報の鮮度や品質が向上 

l 経済産業大臣認定「Re スキル講座」、厚生労働大臣指定「教育訓練給付制度対象講座」の適用期間が 10

月から開始することに合わせ、昨今の在宅学習のニーズや AI プログラミングへの関心の高まりも鑑みリニ

ューアルを実施 

 

【Aidemy Premium Plan の歩み】 

AI や機械学習をはじめとした先端技術への注目度が日ごとに増している中で、2017 年より提供を継続している 

Aidemy Premium Plan はこれまで多くの AI 技術に関心を持つ個人の学習者への学習支援とキャリア支援を実

現してまいりました。開講当初より提供している人気講座「AI アプリ開発講座」から、2020 年 9月に新たに開講

した「実践データサイエンス講座 (ベータ版)」まで、多種多様なニーズに応える豊富な講座を提供しております。 

 

また、Aidemy Premium Plan を提供してきたこれまでの期間、アイデミー は教材のアップデートも欠かさずに行

っています。機械学習分野の技術進歩は目覚ましく、身につけるべきテクノロジーは目まぐるしく変化していま

す。こうした技術トレンドの機微を Aidemy Premium Plan は逃さず教材に反映してまいりました。同時に受講者

から生のフィードバックをお伺いし、教材の分かりやすさや読みやすさ、解説の網羅性、包括性、一貫性を意識

し品質の向上を図ってまいりました。 



 

 

 

【履修システムのリニューアルについて】 

これまで Aidemy Premium Plan ではこうして制作されてきた質の高い教材を受講者の方へダウンロード形式に

て配布しており、受講者各自が教材を閲覧して学習を進める学習方式をとっていました。この方式は教材の配

布形式としては分かりやすく簡便な反面、複数の更新を経て品質を高めた教材を、教材をお渡し済みの受講者

の方に改めて届けることが難しいという課題がありました。 

 

今回のリニューアルはこの課題を解消するものです。新しい履修システムでは学習教材はオンラインで提供さ

れ、常に最新の状態を保つことができます。これまで受講開始時に必要だったファイルのダウンロード操作やセ

ットアップが不要になったことにより、 Aidemy Premium Plan はいつでも洗練された教材を受講者の方に提供す

る体制が実現し、これまで以上に優れた学習体験を提供することが可能となります。 

 

Aidemy Premium Plan はこれまでの実績と教材の品質を評価いただき、2020 年 10 月 1 日より経済産業大臣か

ら Re スキル講座 (第四次産業革命スキル習得講座) としての認定を受けました。同じく 2020 年 10 月 1 日より

厚生労働大臣より教育訓練給付金対象講座の指定も受けております。この機会にあわせ履修システムのリニュ

ーアルを実施することが、これから AI と機械学習を学ぼうとする受講者の皆様への有力な助けとなることを恭

謙に願っています。 

 

【経済産業省 「第四次産業革命スキル習得講座」（通称：Re スキル講座）とは】 

IT・データを中心とした将来の成長が強く見込まれ、雇用創出に貢献する分野において、社会人が高度な専門

性を身に付けてキャリアアップを図る、専門的・実践的な教育訓練講座を経済産業大臣が認定する制度です。

（経済産業省Web ページより引用） 

 

AI や IoTなどを用いた技術革新により、世界中が「第四次産業革命」の時代に突入し IT人材が必要とされてい

ます。この状況を受け、経済産業省では 2018年より AI・ IoT・ビッグデータなどの高度な IT・デジタルスキルを

身につけた人材を育成する政策として、「第四次産業革命スキル習得講座」の認定をしています。 

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/reskillprograms/index.html  

 

 

【厚生労働省「教育訓練給付制度」とは】 

働く方の主体的な能力開発の取組み又は中長期的なキャリア形成を支援し、雇用の安定と再就職の促進を図

ることを目的とし、教育訓練受講に支払った費用の一部が支給されるものです。（厚生労働省Web ページより引

用） 

 

アイデミーの講座は厚生労働大臣より指定を受けた、教育訓練給付制度内「専門実践教育訓練給付金」の対象

講座です。 

 

(※) 受給対象の条件はご自身で最寄りのハローワークにてご確認ください。受講開始より 1 ヶ月以上前にお手

続きが必要です。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html  

 

 

【Aidemy Premium Plan について】 

 

「Aidemy Premium Plan」は、完全オンライン完結型の AI プログラミングスクールです。学習の過程をメンターが

マンツーマンでご支援できる点が特徴で、AI や機械学習に関する疑問点や不明点をその場で解決することが可

能です。 

Premium Plan では AI と機械学習に関する幅広い教材とトピックを取り扱っており、コーディングの知識だけでは

なく、アプリーケーション開発が学べるコースや統計モデル、機械学習を用いたコース、自然言語処理を利用し

たコース、実データを用い社会実装に近づけたコースなど様々なコースを受講していただけます。 

 

＜特徴＞ 

l 完全オンライン完結型の AI プログラミングスクール 



 

 

l 8.5 万人以上の受講実績のある洗練された教材を採用 

l 24 時間以内のチャットサポート保証で独学よりはるかに効率的 

l 実務経験のあるエンジニアのコードレビューで業界標準を正確に習得 

l オンラインビデオ通話で疑問を一気に解決 

l パーソナルメンターと目標を一緒に達成 

 

Aidemy Premium Plan の詳細は下記サイトをご覧ください。 

https://premium.aidemy.net/?utm_source=press&utm_content=200929 

 

【株式会社アイデミー】  

株式会社アイデミーは「先端技術を、経済実装する。」を企業理念とする、2014 年創業のベンチ

ャー企業です。 

2017 年 12 月に「10 秒で始める AI プログラミング学習サービス Aidemy」をリリースし、サービス

開始約 2 年半で登録ユーザー数 8.5 万人を突破した日本最大級の AI 学習オンラインサービス

となりました。 

現在では個人向けに留まらず法人向けにもサービスを展開しており、企業の AI プロジェクト内製

化に向け、教育研修から事業定義・試作品開発・実運用まで一気通貫でご支援しております。 

こうした事業を通じて、「先端技術が経済実装されるまでの壁」を取り除くべく尽力して参ります。 
 

▲株式会社アイデミー 代表取締役社長 石川 聡彦▲ 

 

【株式会社アイデミー概要】 

会社名：株式会社アイデミー 

所在地：東京都千代田区神田小川町 1-1 山甚ビル 3F 

代表者：代表取締役社長 石川 聡彦 

設立：2014 年 6 月 

URL：https://aidemy.co.jp/   
株主：経営陣, 東京大学エッジキャピタルパートナーズ(UTEC), Skyland Ventures, 大和企業投資, ダイキン工業, 

テクノプロ, 東京大学協創プラットフォーム開発(東大 IPC), 千葉道場ファンド, 個人投資家 

事業内容：AI に強い人と組織体制を構築するためのオンライン学習サービス「Aidemy」、機械学習モデル運用プラット

フォーム「modeloy」の提供 

プレスキット：https://aidemy.co.jp/news/ 

 
 
【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

株式会社アイデミー 

広報担当 高野 

TEL：03-6868-0998 （平日 10:00-18:00） 

Email：support@aidemy.co.jp 


